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I 3 6 自 由 投稿

なる。この場合，教育資源としての指導者は市民自身であることは言うまでもない。
即ち成人の生活経験やそれを通して蓄積された知識や技術や知恵を教育の資源と考え
るのである。
次に「自由大学」構想の方法的原理は，“上手な人から習おう，必要な人には教え
よう”ということになる。見わたせば我をの回りには「上手な人」がたくさんおり，
また「必要な人」もたくさんいる。この両者を教育的につないでいくプログラムが
「自由大学」構想に他ならない。
自由大学の理念については次の定義が大方の人の認めるところである。即ち「自由

大学とは『誰でも教えることができ，誰でも学ぶことができる』という考えに立つ
（２）

て，市民を学習者であると同時に教師として迎える」教育一学習の形態である。
本稿において人材ボランティアの活用を考えるにあたっては，この「自由大学」構
想を理念的原理として採用しているわけであるが，上に掲げられた理念の全てが含ま
れるわけではない。そこには我が国とアメリカとの文化的差異が介在してくる。例え
ば「言論の自由運動」の側面などは極めて稀薄である。

(二）人材の発掘

地域社会の中には様々の技能を有する人々がいる。その技能は生活経験の蓄積であ
ったり，苦労して身につけた技術であったり，あるいは生まれながらにして持つ人よ
り秀でた能力であったりするであろう。このような人,々 はいわば<《人的教育資源”で
あり，今後ますます増大するであろう生涯教育，生涯学習の人的資源として活用する
ことが可能である。またこれまで「教師」という制度的な枠の中でしか行われてこな
かった教育活動に市民の指導者という新しい活力を導入することによって，新しい視
点も開けてくる。おそらく今後社会教育，成人教育が多くの人々に必要とされること
は時代の趨勢からほぼ間違いのないところであり，予想される学習需要に対して教育
資源としての人材を発掘し，確保しておくことは社会及び個々人の生活を向上，促進
させるうえで非常に大きな意味を持つであろう。

（三）多様な学習要求への対応

めまぐるしく変わる今日の世の中において我々を取り巻く状況も日々変化してい
る。情報の波は次から次へと押し寄せてくるし，日常生活にあっては解決しなければ
ならない多くの課題に絶えず直面している。このような中で氾濫する情報の波から必
要な情報を選んだり，日々直面する課題を解決したり，さらには増大する余暇時間を
利用して充実した人生を築くために何かを学んだり，身につけたりするためなど動機
は様々であろうが，実に多くの人為が学習への要求を持つに至っている。カルチャー
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センター等が栄える所以である。これらの人公の求める学習の中味も当然のことなが
ら異なってくる。多様化する学習要求に対し，既存の制度によって提供される学習プ
ログラムの範囲内だけでは到底対処しきれなくなる。しかしながら，仮に生活の万般
にかかわる諸分野において民間の指導者を発掘・養成することができ，市民の注文に
応じながら市民自身の手で学習プログラムが開発されるならば，学習機会の量的な拡
充は極めて大きなものとなり，それに伴って様なの学習プログラムを提供することが
できるようになるのである。

(四）人々の生き甲斐の場

我灸の社会においては人とのつながりなしには生活は考えられない。同様に自分が
何かを為し，感じ，また行動を起こすためには常に相手が必要となる。機械化が進
承，人間の手があらゆる分野から徐灸に締め出され，それと同時に人灸の生き甲斐も
なくなりつつあると言われている現在，人々が生き甲斐を感じるための大きな要因は
正に他者との人間関係である。つまり自分が社会につながっている，あるいは人の役
に立っていると日々感じることによって人は自分の生き甲斐，あるいは存在感を感じ
る。他の人が感じさせてくれるのである。またもう一つの生き甲斐感の要因として，
各自の能力の発揮度が挙げられる。様ゐの能力を有していてもそれを発揮する場がな
くては人々の不満はつのるばかりである。人材ボランティアとして地域の人女の学習
活動を援助することは，指導者自身にとっては，学習活動を通じて自分の能力が活か
せ，しかも他の人にも喜んでもらえるという二重の利点をもち，それが個人の生き甲
斐へもつながるのである。

（五）相互理解・交流・連帯の促進
一コミュニティづくり-

“地域の崩壊(CommunityDisorganization)"という言葉を聞くようになって久し

いが，これは根本的にコミュニティ内の人的交流が乏しいからである。〈《上手な人か
ら習い，必要な人には教える”という市民の相互学習は，当然当該コミュニティにお
ける人と人との出会いの場をつくり，人と人とを結びつけていく。即ち学習の副産物
としての相互の交流が始まるのである。しかもこの交流は，教えたり習ったりという
ぐ《もちつもたれつ”の相互援助を原理とするので，必然的に相互の理解や協力の態度

を極めて自然に育成していく。学習を通して共通の場や共通の経験をもつことは，最
終的に仲間意識や連帯感へとつながっていく。即ち相互援助としての“学習交換”を
通して促進される人,々の相互理解や交流は，協力の精神や連帯感を培うことにつなが
っており，コミュニティづくりの基本条件の一つとなるのである。
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以上の七つの条件のうち特に配慮したものは１～３である。３に関しては規約の第
４条，事業の運営方針に「本事業の推進にあたっては，とくに市民の自発性に留意
し，既存の団体活動を阻害せず，むしろ促進するよう努めるとともに営利的活動若し
くは宗教的活動又は政治的活動への便宜供与を行わないよう配慮するものとする」と
あるように本事業の運営方針の要となる項目である。従って市民の学習要求としては
かなり要求が高いと思われる「ピアノ」「茶道」「着付」「華道」「柔剣道」等が発掘対
象能力としてあがらない結果となったのである。また発掘しても誰も学習者がいない
のでは指導者の活用につながらないので学習に対する需要を考慮し，反対に需要はあ
ってもボランティアの指導者が承つかりそうにないもの，たとえばあまりに専門的す
ぎる「税金の知識」「法律の知識」等のものは指導者確保の見通しを考慮して除外し
た。
４に関しては学習活動の空間的可能性を考慮して，広大な場所や特別の施設，設備

を要するもの，即ちＭ市においては活動が不可能であると考えられるものを除いた。
５では相互学習という観点から，指導者を得ることによって始めて学習が可能となる
もの，あるいは指導者を得ることによって著しい進展が期待できるものを含めるよう
にした。６に関しては規約の中で，事故責任は原則として学習者，指導者相互に存す
ることをうたっているが，市民の自主的学習を円滑に進めるためにも予め事故やトラ
ブルの予想されるものは含めないようにした。最後に考慮したのは発掘対象能力全体
のバランスである。市民の多様な学習要求に対応するためにも一つの分野に偏りすぎ
ないよう配慮したが，学習内容が多岐にわたる「趣味・おけいこごと｣，「家庭生活，
日常生活」の分野で特に多くの学習項目が掲げられる結果となった。

３「市民学習ネットワーク」事業の方法論

(-）事務局体制

（ １ ） 事 務 局
「市民学習ネットワーク」事業の事務局はＭ市中央公民館内に置く（規約第６条)。

事務局の行う主な作業内容は以下の５点に整理することができる（規約第５条)。
１有志指導者の発掘・研修・養成に関すること
２有志指導者の登録・更新に関すること
３学習者の組織化及び有志指導者の紹介，派遣に関すること
４コミュニティ学習新聞等広報に関すること
５市民学習ネットワーク事業の調査，研究，評価に関すること
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６その他目的達成に必要な事項
以上を見てもわかるように，この事業では事務局の果たす役割が決定的に重要であ
る。事務局は基本的に，学習者と指導者とをつなぐ《《教育的仲介者(educationalbro-
（４）
ker)"の役割を果たすのであり，それゆえに事業の要となるのである。さらに，この
事務局の運営がうまくいくかどうかは，事業の運営方法の確立及び事務局を実際に動
かす職員の質にかかってくる。運営規約を始めとする種々の運営要素が確立し，職員
に人を得たときに始めて事務局はうまく機能し，事業の進展が期待できるのである。
（２）運営委員会
事務局が《《教育的仲介者”の役割を果たすときに，第三者的立場からこの事業の運

営にかかわってくるのが運営委員会である。運営委員会の機能は以下の５点にまとめ
ることができる。
１事業の運営に市民の意志を反映させること
２事業の運営に市内各団体の意志を反映させること
３事業に総合的，全市的な視野を取り入れること
４事務局及び指導者の独走をチェックすること
５事業の円滑な運営を図ること
以上五つの機能を果たす運営委員会はその委員を市内の幅広い層から選ぶため，選

任規定を次のように設けている。「運営委員会は市内に事務所を有する教育，学術，
文化，産業，労働，社会事業等に関する機関で本事業の目的達成に協力するものを代
表する者及び学識経験者の中から選任する」（但し当分の間は社会教育振興協議会の
委員をもって充てることができる｡）（規約第９条）運営委員会の具体的な任務は，本
事業に関する事項を審議，調整し，事業に協力すること，及び後に触れるが有志指導
者候補者及び功労者の選考を行うことである（規約第11条)。
このように事務局と運営委員会とがお互いに独立し，調整し合って事務局体制が進

むのである。
（ ３ ） 経 費
事業の運営に必要な経費については，規約第42条に「事務局の事務執行に伴う電話

料，郵送料，消耗品費，印刷製本費等は教育委員会及び社会教育振興協議会が負担す
る」と定められている他，「学習料」として学習者は１回２時間を基準として350円
（但しこの金額は暫定的なものであり決定事項ではない｡）を納入することになって
いる（規約第30条１)。これは有志指導者に費用弁償として2,000円を支払うことにし
ているがこのことと関連している。即ち学習グループの最少人数である５人が集まれ
ば，2,000円の支払いに対してほぼ学習料でまかなえるのである。これは一般のカル
チャーセンター等と比べたら遙かに少ない額であり，市民の学習機会の拡大に資する
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小都市における人材ボランティア活用事業の企画立案I45
が発生するときなど真にやむをえぬと認めるときは，運営委員会の意見を聞いて有
志指導者の登録を抹消することができる。
（,）学習活動を政治的若しくは宗教的又は営利的活動を目的として利用したとぎ
（２）公序良俗に反したとき
（３）理由なく指導を放棄したとき
（４）２度以上指導停止を受けたとき
（５）学習者から収集したデータを私的に利用し，個人のプライバシーを侵害した
とき

日有志指導者の発掘方法の工夫と留意点

有志指導者の発掘方法については２通りの発掘方法を考えている。一つは一般から
の公募であり，もう一つは団体からの推薦である。一般公募はひろく市民全体に呼び
かけるものであり，団体推薦は市内の様々な団体からこれは，と思う人物を推薦して
もらう方式である。発掘方法について留意した点は何よりも指導者として適切な人材
を得ることであり，そのための具体的方策として以下の点を考慮した。
（１）全て「他薦」方式をとる。
我が国の文化的風土を考えた場合，「謙譲の美徳」とか「沈黙は金なり」とかいわ
れるように，一般に自分の特技を表立って表明する人は少ないようである。逆に自ら
進んで名乗り出てくるタイプの人の中には売名的，自己肥大的な人がまざる恐れがあ
る。故に有志指導者の発掘に際しては慎重に期すために「自薦」を取りやめて，全て
第三者からの「他薦」方式を採用することにした。
（２）面接調査の実施
第三者から推薦のあった全ての人について面接調査を実施する。この調査の第１の
目的はやはり指導者としての質を見ることである。人は会って承なくてはわからない
という面があるからである。一人一人に面接を行い，実際に指導の意志があるのかを
確かめ，あわせて指導の具体的内容，程度，経験，希望対象者，希望日時等の指導条
件を尋ねることも調査の目的の一つである。
以上(1)，(2)の段階を経て運営委員会で審議し，始めて「有志指導者候補者」として

登録されるのである。

(四）有志指導者研修の目的と意義

発掘された一般の有志指導者は教えるべき技能は有していても，教授に必要な技術
など教授方法に関する知識は有していない場合が多い。また，特に成人相手の学習で
は，小・中学生を教えるようにはいかない。即ち成人のプライドを一つ傷つけても学
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